
令和令和令和令和４４４４年年年年度「県立学校による地域との協働推進事業」実施報告書度「県立学校による地域との協働推進事業」実施報告書度「県立学校による地域との協働推進事業」実施報告書度「県立学校による地域との協働推進事業」実施報告書    番 号 ２７２７２７２７    学 校 名 高取国際高等高取国際高等高取国際高等高取国際高等学校学校学校学校     １．事業内容について 取組・活動・事業名等 英語交流活動英語交流活動英語交流活動英語交流活動    教育課程上の位置付け・ 目標又は活動のねらい 国際英語科「英会話国際英語科「英会話国際英語科「英会話国際英語科「英会話ＡＡＡＡ」における実習授業として実施。英語を」における実習授業として実施。英語を」における実習授業として実施。英語を」における実習授業として実施。英語を使ってコミュニケーションを図り、楽しむことを目標とする。使ってコミュニケーションを図り、楽しむことを目標とする。使ってコミュニケーションを図り、楽しむことを目標とする。使ってコミュニケーションを図り、楽しむことを目標とする。    連携・協働相手 たかむち小学校たかむち小学校たかむち小学校たかむち小学校    地域と共有している 目標・課題等 英語を学ぶ楽しさ、喜びを得る英語を学ぶ楽しさ、喜びを得る英語を学ぶ楽しさ、喜びを得る英語を学ぶ楽しさ、喜びを得ることことことこと。。。。英語を使った表現力、コ英語を使った表現力、コ英語を使った表現力、コ英語を使った表現力、コミュニケーション力を育成すること。ミュニケーション力を育成すること。ミュニケーション力を育成すること。ミュニケーション力を育成すること。    取組・活動の内容（生徒の主体性、具体的活動、連携・協働内容など） 国際英語科２年生「英会話国際英語科２年生「英会話国際英語科２年生「英会話国際英語科２年生「英会話ＡＡＡＡ」において、普段の学びをアウトプットする場面として」において、普段の学びをアウトプットする場面として」において、普段の学びをアウトプットする場面として」において、普段の学びをアウトプットする場面として、、、、    また、英語を使って楽しく学習また、英語を使って楽しく学習また、英語を使って楽しく学習また、英語を使って楽しく学習するするするするためためためために、に、に、に、たかむちたかむちたかむちたかむち小学校との英語交流活動を年３回実小学校との英語交流活動を年３回実小学校との英語交流活動を年３回実小学校との英語交流活動を年３回実施した。施した。施した。施した。     ２．事業の成果と課題 たかたかたかたかむちむちむちむち小学校との英語交流活動を年３回実施することができ、本校の国際英語科２年小学校との英語交流活動を年３回実施することができ、本校の国際英語科２年小学校との英語交流活動を年３回実施することができ、本校の国際英語科２年小学校との英語交流活動を年３回実施することができ、本校の国際英語科２年生においても、たかむち小学校の児童においても、大変有意義で貴重な時間を共有するこ生においても、たかむち小学校の児童においても、大変有意義で貴重な時間を共有するこ生においても、たかむち小学校の児童においても、大変有意義で貴重な時間を共有するこ生においても、たかむち小学校の児童においても、大変有意義で貴重な時間を共有することできたとできたとできたとできた。。。。季節を用いた英語のカードや、数字を表すカードを使って、季節を用いた英語のカードや、数字を表すカードを使って、季節を用いた英語のカードや、数字を表すカードを使って、季節を用いた英語のカードや、数字を表すカードを使って、小学生に向けて分小学生に向けて分小学生に向けて分小学生に向けて分かりやすい方法でかりやすい方法でかりやすい方法でかりやすい方法でコミュニケーションを図るコミュニケーションを図るコミュニケーションを図るコミュニケーションを図ることができた。ことができた。ことができた。ことができた。このような活動を行う中で、このような活動を行う中で、このような活動を行う中で、このような活動を行う中で、生徒は学んだ英語を、小学生に対してどのように伝えればよいかを考えることを通して、生徒は学んだ英語を、小学生に対してどのように伝えればよいかを考えることを通して、生徒は学んだ英語を、小学生に対してどのように伝えればよいかを考えることを通して、生徒は学んだ英語を、小学生に対してどのように伝えればよいかを考えることを通して、プレゼンテーション力の向上を図ることができた。プレゼンテーション力の向上を図ることができた。プレゼンテーション力の向上を図ることができた。プレゼンテーション力の向上を図ることができた。また、小学生は英語を使った表現や英また、小学生は英語を使った表現や英また、小学生は英語を使った表現や英また、小学生は英語を使った表現や英語でのコミュニケーションを通して高校生と触れ合うことで、英語の楽しさを実感するこ語でのコミュニケーションを通して高校生と触れ合うことで、英語の楽しさを実感するこ語でのコミュニケーションを通して高校生と触れ合うことで、英語の楽しさを実感するこ語でのコミュニケーションを通して高校生と触れ合うことで、英語の楽しさを実感することができた。お互いにとができた。お互いにとができた。お互いにとができた。お互いに英語の魅力を確認でき英語の魅力を確認でき英語の魅力を確認でき英語の魅力を確認できるるるるよよよよい機会になったと考えられる。い機会になったと考えられる。い機会になったと考えられる。い機会になったと考えられる。     

 


